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消費者運動ニュース
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2024年は観測史上最も暑い 1年で、世界全体の気
温が工業化前と比べて1.55℃上昇したと、世界気象
機関が発表した。
19世紀終わりに14℃台だった大阪の平均気温は、

特に暑かった2023年、2024年に18℃台を記録。年間
数日しかなかった最高気温35℃以上の日、最低気温
25℃以上の日は、2024年には41日と72日に増えた。

大阪の気温の変化
（日数）（℃）

� ＊気象庁データより作成

各国が現在の対策を継続した場合、世界平均気温
は工業化前と比べて3.1℃（範囲：1.9～3.8℃）上
昇すると、昨年10月の国連環境計画の報告書が推定
している。

� ＊地球環境戦略研究機関�排出ギャップ報告書２0２４
� （エグゼクティブ・サマリー）日本語翻訳版より

大阪駅前でスタンディング

4 月11日、世界各地でグローバル気候アクション
が取り組まれ、大阪駅前では25名がスタンディング
でアピールした。
2024年1.55℃上昇の 2倍に達する3.1℃上昇が及

ぼす被害を止めるためには、温室効果ガスの削減対
策を強めるほかない。
日本政府が 2月に国連に提出した温室効果ガス削
減目標は、1.5℃上昇に抑える世界全体の経路の下
限ぎりぎりでしかなく、温室効果ガス排出量が世界
5位、一人当たり排出量が世界平均の 2倍の大量排
出国・日本がその責任を果たすものになっていな
い。決定的に重要な2030年までの削減も含めて抜本
的に見直されなければならない。
大阪消団連は、再生可能エネルギーについて2030
年までの発電設備 3倍化、2040年電源構成の100％
化を目標とし、化石燃料発電と原子力発電から撤退
すること等を引き続き求めていく。
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